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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
長
崎
県
対
馬
・
壱
岐
・
五
島
列
島
の
漂
着
ゴ
ミ
処
理
対
策
並
び
に
長
崎
県
大
瀬
戸
町
松

島
海
岸
地
区
の
ボ
タ
山
の
撤
去
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

排
出
源
が
不
明
な
ご
み
が
日
本
海
に
面
し
た
地
域
に
大
量
に
漂
着
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
な
実
態
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
情
報
の
聴
取
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
省
に
お
い
て
は
、

平
成
八
年
度
か
ら
、
財
団
法
人
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
日
本
海
側
の
一
部
の
海
岸
に
お
い
て
、
漂
着

ご
み
の
状
況
に
関
す
る
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
漂
流
・
漂
着
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
海
洋
環
境
保
全
、
国
土
保
全
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
観

点
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
関
係
す
る
省
庁
も
多
い
こ
と
か
ら
、
平
成
十
二
年
七
月
に
、
関
係
省
庁
間
の
情
報
交
換
等

を
行
う
場
と
し
て
、
環
境
庁
、
厚
生
省
、
農
林
水
産
省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
海
上
保
安
庁
、
気
象
庁
及
び
建
設
省
の

関
係
部
局
で
構
成
す
る
「
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
」
を
設
け
、
同
問
題
の
改
善
に
向
け
て
省
庁
間
の

連
携
を
図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
連
絡
会
の
庶
務
は
環
境
省
が
行
っ
て
い
る
。

一



二
の
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
大
瀬
戸
町
の
西
泊
海
岸
の
ぼ
た
は
、
水
洗
炭
業
者
に
よ
り
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
崎
県
か
ら
聴
取
し

た
と
こ
ろ
、
平
成
十
六
年
四
月
七
日
、
長
崎
県
と
大
瀬
戸
町
が
現
地
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
当
該
ぼ
た
が
波
浪
に
よ
り
洗

た
い

掘
さ
れ
流
れ
出
し
、
北
部
の
海
岸
沿
い
に
堆
積
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
長
崎
県
及
び
大
瀬
戸
町
に
お
い
て
、
対
応
策
を
検
討
す
る
意
向
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
崎
戸
町
の
ぼ
た
は
、
三
菱
鉱
業
株
式
会
社
（
現
在
の
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
。
以
下
「
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
」
と
い
う
。
）
の
鉱
業
活
動
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
公
有
水

面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
基
づ
く
長
崎
県
知
事
の
免
許
を
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
二
十
九
年
に
か
け
て

複
数
回
受
け
、
崎
戸
町
の
南
東
海
岸
沿
い
に
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
四
十
年
代
に
か
け
て
埋
め
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
当
該
ぼ
た
の
集
積
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
五
月
に
地
元
市
町
村
で
構
成
す
る
長
崎
県
鉱
業
市
町
村
連
合

会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
同
月
に
経
済
産
業
省
九
州
鉱
山
保
安
監
督
部
、
長
崎
県
、
崎
戸
町
及
び
当
該
ぼ
た
の
所
有
権
者
で

あ
る
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
が
合
同
で
現
地
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
当
該
ぼ
た
が
波
浪
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
長
崎
県
、
崎
戸
町
及
び
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
が
協
議
し
つ
つ
、
こ
の

二



よ
う
な
洗
掘
が
生
じ
て
い
る
原
因
を
究
明
す
る
と
と
も
に
、
対
応
策
を
検
討
す
る
意
向
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
大
瀬
戸
町
の
西
泊
海
岸
の
ぼ
た
流
出
等
に
よ
り
陸
上
化
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
土
地
と
し
て
の
登
記
は
さ
れ

て
い
な
い
。
長
崎
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ぼ
た
が
雨
水
等
に
よ
り
自
然
に
流
出
し
た
た
め
陸
上

化
し
た
も
の
な
の
か
、
公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
く
長
崎
県
知
事
の
免
許
を
受
け
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
な
の
か
等
、
そ

の
権
利
の
帰
属
先
を
特
定
す
る
た
め
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
く
、
所
有
権
者
は
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
。

三


